
汚染水対策スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

2020/01/３０現在

15 22 29 5 12 19 26 2 9 16 下 上 中 下 前 後

２０１９年６月１３日　実施計画変更申請

２０１９年６月１３日　実施計画変更申請

第三セシウム吸着装置設置コールド試験完了（Ｈ３０．７月）

2019年7月12日運用開始

建屋滞留水処理

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

備　考

中
長
期
課
題

現
場
作
業

現
場
作
業

２月

陸側遮水壁

現
場
作
業

現
場
作
業

【１～４号機滞留水浄化設備】
（実績）
　・【１～４号機】建屋滞留水浄化　運用中

　

括
　
り

【１，２号機　滞留水移送装置設置】
【３，４号機　滞留水移送装置設置】
（実績）
　・穿孔・地下階干渉物撤去
　・架台・配管・ポンプ設置

　

浄化設備

【高性能多核種除去設備】
（実績・予定）
　・処理運転

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

【既設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（A・C系統）
　 （Ｂ系統応急復旧による運転11/5～１２/１）
　・処理停止（Ａ・Ｂ・Ｃ系統）
（予定）
　・定例点検のため処理停止
　 （A系統　１/１５～３月中旬
　　Ｂ系統　１２/2～２／６
　　C系統　1/６～2/７）

　

分
野
名

汚
染
水
対
策
分
野

現
場
作
業

（実績・予定）
・未凍結箇所補助工法は2018年9月に完了
・維持管理運転2019年2月21日全域展開完了

　

（実績・予定）
・汚染の拡散状況把握

Ｈ４エリアＮｏ．５
タンクからの漏えい
対策

【サブドレン浄化設備】
（実績）
　・処理運転
（予定）
　・処理運転

【5/6号機サブドレンの復旧】
（実績）
サブドレン設備復旧方針検討
（予定）
サブドレン設備復旧方針検討

現
場
作
業

検
討
・
設
計

【第三セシウム吸着装置】
（実績）
　・処理運転

（予定）
　・処理運転

２０１９年１月２８日　第三セシウム吸着装置使用前検査修了証受領
（原規規発第１９０１２８６号）

【増設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（A・B・Ｃ系統）

（予定）
　・処理運転（A・B・Ｃ系統）

※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転または
処理停止
※9/14に使用前検査（除去性能確認）を受検，使用前検査終了証
を受領した2017年10月16日よりホット試験から本格運転へ移
行
（運転状態・除去性能はホット試験中と変わらず）
2017年10月12日付　増設多核種除去設備使用前検査終了証受
領
（原規規発第1710127号）

2016年3月30日　陸側遮水壁の閉合について実施計画変更認可
（原規規発第1603303号）
2016年12月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可（原規規発第1612024号）
2017年3月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更認
可　（未凍結箇所4箇所の閉合：原規規発第1703023号）
2017年8月15日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可　（未凍結箇所1箇所の閉合：原規規発第1708151号）

サブドレン汲み上げ、運用開始（2015.9.3～）
排水開始（2015.9.14～）

３月 ４月１月

2017年７月２８日　除染装置関連設備撤去の実施計画変更認可
（原規規発第1707283号）
201７年９月２８日　第三セシウム吸着装置設置の実施計画変更
認可（原規規発第1709285号）

１２月

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

【1～４号機】建屋滞留水浄化 運用中

処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｂ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｃ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

維持管理運転（北側、南側の一部 2017/5/22～ 、海側の一部 2017/11/13～、海側全域･山側の一部 2018/3/14～、山側全域2019/2/21完了）

モニタリング

処理運転

【1、２号機】滞留水移送装置設置

【３、４号機】滞留水移送装置設置

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

処理運転

Ｃ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

定例点検のため処理停止

Ｂ系 循環ポンプ不具合対応および定例点検のため処理停止

定例点検のため処理停止

サブドレン設備復旧方法検討

Ａ系 吸着塔不具合のため処理停止
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汚染水対策スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

2020/01/３０現在

15 22 29 5 12 19 26 2 9 16 下 上 中 下 前 後

備　考２月括
　
り

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定
分
野
名

３月 ４月１月１２月

4号機海側：2017年10月完了

3号機海側：～2018年7月12日完了

１、２号機海側ヤード：2018年８月～201９年１月

その他海側エリア：2019年3月～2020年3月

３号T/B屋根対策ヤード整備：2019年7月完了

３号T/B屋根ガレキ撤去作業：2019年7月～2020年9月

工事開始(2019年7月29日)
Ｌ型擁壁の据え付け開始(2019年9月23日)
防潮堤設置2020年度上期完了予定
防潮堤Ｌ型擁壁据付　172m/600m(2020年1月24日)

【区分①②】1～3T/B等2019年3月，全67箇所完了
【区分③】２，３R/B外部のハッチ等
　　　　　（2019年3月～2020年3月，15箇所/20箇所完了）
【区分④】１～3R/B扉等
　　　　　（2019年9月～2020年12月，1箇所/14箇所完了）
【区分⑤】１～4Rw/B，4R/B，4T/B
　　　　　（2020年～2022年3月）
着底マウンド造成開始(2019年5月20日)
バラスト水処理開始(2019年5月28日)
内部除染開始(2019年7月16日)

※2月下旬より準備作業開始。3月より着底作業開始予定

２０１８年５月３１日　Ｈ５エリアタンク設置について実施計画認可 （原規
規発第１８０５３１７号）
Ｈ５エリア １，２００m３（３２基）
・Ｈ５使用前検査済み（３２／３２基）

２０１８年８月２３日　Ｈ３，Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置について実施計画認
可　 （原規規発第１８０８２３４号）
Ｈ６（Ⅱ）　1,356m３（２４基）
・Ｈ６（Ⅱ）使用前検査済み（２４／２４基）

2019年2月25日　G6エリアタンク設置について実施計画認可
（原規規発第1902224号）
G6エリア　1330m3（38基）
G6使用前検査済み（３８／３８基）

2016年12月8日　Ｈ3エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

２０１9年８月２日　Ｇ１，Ｇ４南エリアタンク設置について実施
計画認可　 （原規規発第1908024号）
Ｇ4南エリア　1356m3（26基）
Ｇ4南使用前検査済み（０／２６基）

2016年12月8日　Ｈ5エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2018年9月10日　Ｅエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８0９１０２号)

2017年10月30日　実施計画変更認可

汚
染
水
対
策
分
野

中
長
期
課
題

2.5m盤の地下水移送

現
場
作
業

（予定・実績）
　・地下水移送（１－２号取水口間）
　（２－３号取水口間）（３－４号取水口間）

（実績）
　　　＜３号機T/B屋根＞
　　　　・11/26　屋上ガレキ吸引開始

２０１9年８月２日　Ｇ１，Ｇ４南エリアタンク設置について実施
計画認可　 （原規規発第1908024号）
Ｇ１エリア　1356m3（66基）
Ｇ１使用前検査済み（18／６６基）

現
場
作
業

設
計
検
討

2017年10月17日
G1エリアにおける高濃度タンクおよび中低濃度タンク撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第1710171号)

2018年7月5日　G4南エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８０７０５３号)

2018年2月14日　Ｈ５北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

2015年12月14日　Ｈ４エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１５１２１４８号)

（実績・予定）
　・追加設置検討（タンク配置）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）
　・Ｂフランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ５フランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ６フランジタンクリプレース工事
　　（地盤改良、タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ３フランジタンクリプレース工事
　　（－（タンク設置作業待ち））
　・Ｈ５エリアタンク設置
　・Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置
　・G6フランジタンクリプレース工事
　・G6エリアタンク設置
　・Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）
　・Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）
　・Ｇ1横置きタンクリプレース工事（タンク基礎新設）
  ・G１エリアタンク設置
・Ｇ４南エリアタンク設置

処理水受タンク増設

2018年2月14日　Ｈ6北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

津波対策

現
場
作
業

○3.11津波対策
・建屋開口部閉止
（実績）閉止箇所数　83箇所／122箇所（1月13日時点）
（予定）外部開口閉塞作業　継続実施

現
場
作
業

○3.11津波対策
・メガフロート移設
（実績）着底マウンド造成:約90％、バラスト水処理:約70％
　　　内部除染作業:約70％（12月13日時点）
（予定）着底マウンド造成・バラスト水処理・内部除染 継続実施
　　　　メガフロート着底作業

現
場
作
業

2016年12月8日　Bエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2016年12月8日　Ｈ6エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｂフランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ５フランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ６フランジタンクリプレース工事（基礎構築、堰構築）

Ｈ３フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｈ５エリアタンク設置

１、２号機海側ヤードエリア (路盤舗装 等）

１～４号機周辺フェーシング

３号機タービン建屋屋根対策

Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置

Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）

Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）

Ｇ1横置きタンクリプレース工事（地盤改良、タンク基礎新設）

G6フランジタンクリプレース（タンク基礎・堰構築）

G6エリアタンク設置

Ｇ1エリアタンク設置

＊最終検査

▼（4,068m3）（3基） ▼（5,424m3）（4基）

【区分③】２，３R/B外部のハッチ等

防潮堤設置

着底マウンド造成

【区分④】１～3R/B扉等

▽（4,068m3）（3基）

最終検査 ＊

バラスト水処理・内部除染

メガフロート着底

最終検査 ＊

▼（2,712m3）（2基） （2,712m3）（2基） ▽

（6,780m3）（5基） ▽

▽（1,536m3）（1基）

（1,536m3）（1基） ▽

（2,712m3）（2基） ▽

Ｇ4南エリアタンク設置
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水処理設備の運転状況，運転計画

多核種除去設備

３１（金） ２/１（土） ２（日） ３（月） ４（火） ５（水） ６（木） ７（金） ８（土） ９（日） １０（月） １１（火） １２（水） １３（木）

増設多核種除去設備

３１（金） ２/１（土） ２（日） ３（月） ４（火） ５（水） ６（木） ７（金） ８（土） ９（日） １０（月） １１（火） １２（水） １３（木）

セシウム吸着装置(KURION)，第二セシウム吸着装置(SARRY)，第三セシウム吸着装置（SARRY2）

３１（金） ２/１（土） ２（日） ３（月） ４（火） ５（水） ６（木） ７（金） ８（土） ９（日） １０（月） １１（火） １２（水） １３（木）

※ 現場状況を踏まえて運転するため，計画を変更する場合があります。

 ２０２０年２月７日
東京電力ホールディングス株式会社  （２０２０年１月３１日～２０２０年２月１３日）

SARRY

KURION

A

B

C

A

B

C

SARRY２

停止 （滞留水の状況に応じて運転を計画，実施）

停止

停止

停止

停止

停止

停止

停止



福島第一原子力発電所の滞留水の水位について
東京電力ホールディングス株式会社

ﾎﾟﾝﾌﾟｴﾘｱ 南東ｴﾘｱ

1月31日 -1600 -1075 -1545 -2273 -2074 － -1211 -1220 －1479 以下 － -1367 -1314 －1519 以下 1264 536 －

2月1日 -1608 -1068 -1555 -2114 -2045 － -1177 -1260 －1479 以下 － -1311 -1312 －1519 以下 1276 536 －

2月2日 -1606 -1047 -1672 -2215 -2033 － -1193 -1252 －1479 以下 － -1309 -1311 －1519 以下 1273 536 －

2月3日 -1592 -1053 -1821 -2049 -2026 － -1168 -1244 －1479 以下 － -1309 -1311 －1519 以下 1264 536 －

2月4日 -1601 -1053 -1588 -2222 -2019 － -1240 -1234 －1479 以下 － -1287 -1310 －1519 以下 1300 317 －

2月5日 -1589 -1245 -1471 -2068 -2080 － -1212 -1207 －1479 以下 － -1287 -1310 －1519 以下 1352 40 －

2月6日 -1587 -1273 -1490 -2117 -2151 － -1203 -1178 －1479 以下 － -1372 -1309 －1519 以下 1434 -242 －

最下階床面高さ -2666 -4796 -4796 443 -1752 -1737 -1739 -36 -1736 -1736 -1736 -2736 -2236 －

備考欄

※　T.P.表記 （単位：mm）

※　5時時点の水位

※　1号機タービン建屋の滞留水除去完了（2017年3月）

※　1号機廃棄物処理建屋は水位計の測定下限値以下まで水位低下（2018年7月）

※　サイトバンカ建屋水位は，流入量調査のため一時的に水位計の測定下限値以下まで水位低下（2019年4月16日～）

※　3号機原子炉建屋水位は，南東三角コーナー水位が停滞している事から水位変動を監視するため一時的に記載（2019年7月5日～）

※　4号機タービン建屋水位は，水位計測定下限以下に水位低下したため記載を変更（2019年12月27日～）

※　4号機廃棄物処理建屋水位は，水位計測定下限以下に水位低下したため記載を変更（2020年1月17日～）

-4796

タービン建屋水位原子炉建屋水位 廃棄物処理建屋水位

1号機 2号機
3号機

4号機 1号機 2号機 3号機 4号機 1号機 2号機 3号機

  （2020年1月31日～2020年2月6日）

4号機

2020年2月7日

プロセス
主建屋

高温焼却炉
建屋

サイトバンカ
建屋

集中廃棄物処理施設水位



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

水処理建屋付近での発煙

2020.2.7

東京電力ホールディングス株式会社



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

1
水処理建屋付近での発煙

５号
６号

水処理建屋
（ろ過水・純水）

免震
重要棟

(C) GeoEye / 日本スペースイメージング

発生場所

発生日時 ： ２０２０年 ２月 ５日（水） １０：１0頃

発生場所 ： ろ過水・純水設備北エリア

主な時系列：
２／５
１０：１0頃 フレキ電線管が溶け、発煙があることを確認
１０：３２ 双葉消防本部へ連絡（一般回線）
１０：３３ 当直員現場出向
１０：３６ 双葉消防本部 タンク車1台来所予定

（連絡あり）
１０：４４ 当直員3名現場到着、現場確認行う
１０：４６ けが人なし確認
１０：５０ １～４、５・６、雑固水処理設備の

各パラメータ異常なし確認
１０：５０ 富岡消防から消防車来所（１台３名）
１１：０４ 双葉警察署来所（５名）
１２：１５ 火災でないと判断

１３：０５ 公設消防および双葉警察退所

ろ過水・純水設備の排水処理装置を増強する工事において、増設ろ過原水移送ポンプ近傍のフランジの溶
接作業を実施していたところ、フレキ電線管付近より発煙事象が発生した。
なお、フレキ電線管は損傷しているものの延焼の恐れが無いこと、消火活動をしていないことから火災

でないと判断された。
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2

発煙現場

溶接箇所

接地箇所損傷箇所

溶接箇所等の位置関係は以下の通り。
増設ろ過原水移送ポンプ電動機のフレ
キ電線管全体で表面の損傷を確認。

発煙箇所



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

発煙の推定原因
3

損傷したフレキ管

溶接作業により生じた迷走電流の一つが当該フレキ電線管の金属部分を経
由したため、金属部分が発熱し表面の被膜が損傷したものと推定。
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（参考）溶接機接地状況
4

接地用クランプは配管サポートに固定されており、絶縁物等は挟まっていない。
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（参考）溶接状況
5

配管の一部のみ溶接されており、溶接作業を開始してからすぐに発煙したもの
と推定される。

溶接箇所
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水位計露出エリアの排水完了エリアへの変更について

2020年2月7日

東京電力ホールディングス株式会社
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2019/10と2020/1に発生したLCO逸脱事象の対策の一つとして、水位計露出エリアの排
水完了エリア化を実施。
2/4～6にかけて、サブドレン水位をT.P.1400mm※で保持し、その間に全15か所の水位
計露出エリアの水位確認を実施。いずれの日も水位が形成されないことを確認したことか
ら、2/7より排水完了エリアとしての運用開始する。
サブドレン水位は、2/7に降雨以前の設定値（T.P.-150mm）へ変更する。

日時 2/3(月) 2/4(火) 2/5(水) 2/6(木) 2/7(金)

実施事項

◎LCO復帰に向けた対応
・16:04 実測にて(2-T4)排水完了確認
・16:47 LCO復帰判断
・16:55 サブドレン復旧（L値T.P.1400mm）

◎排水完了エリア設定のための対応
・2/4～6 水位測定(15箇所×3日)
・2/6 排水完了エリア化が可能と判断 ◎降雨前状態への復帰

・排水完了エリアへの運用変更
・サブドレン水位設定値変更
（L値T.P.1,400→T.P.-150mm）

◎排水作業
・15:46排水完了（2-T4）

※2号T/B北東エリアで確認された水位約T.P.600mmに通常の水位差管理値800mmを加えた値で設定

概要
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参考 建屋の区画とポンプ・水位計の設置箇所（１・２号機）

新たに排水完了エリア
とする露出エリア

1 東エリア

2 北西エリア

3 南西エリア

新たに排水完了エリ
アとする露出エリア

１ 北ｴﾘｱ

２ 北東ｴﾘｱ2

3 北東ｴﾘｱ3

4 南西ｴﾘｱ

5 南東ｴﾘｱ

1号機 2号機

T/B

R/B

R/B

Rw/B
Rw/B

T/B

×２
×２

×２

×２×２
×２

P

P

P

P ×２
×２

×２

P ×２

×
２
×
２

P

北西
エリア

東エリア

南西
エリア

南東
エリア

南西エリア

北エリア

北東エリア2

北東エリア3

P

区画の境界線（連通無）

区画内で水位を代表するエリア（連通エリア）

制御用水位計

監視用水位計

露出水位計（監視用）

滞留水移送ポンプ

露出水位計（制御用）

部屋を区切る壁面

滞留水エリア（滞留水有）

滞留水エリア（滞留水無）

排水完了エリア

床面以下に貯留する残水のエリア

1号Rw/Bおよび2
号T/Bの比較対象
サブドレン

27 26 25

2423

22

21

34

33

1

8

9

203 204

205

206

207

新たに排水完了エリアとする露出エリア
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参考 建屋の区画とポンプ・水位計の設置箇所（３・４号機）

新たに排水完了エリア
とする露出エリア

１ 北西エリア

２ 北東エリア1

3 南西エリア

4 南東エリア

新たに排水完了エリア
とする露出エリア

1 D/G室(A)

2 M/C室

3 南西エリア

3号機 4号機

R/B
Rw/B

T/B
(サービス
エリア)

×
２
×
２

P

×２

P ×２

×
２
×
２

P

T/B

北西エリア

北東エリア1

南西エリア

南東エリア

T/B

Rw/B

R/B

×
２
×
２

P

×
２
×
２

P

×
２
×
２

P

M/C室

D/G室(A)

南西エリア4-T1

P

区画の境界線（連通無）

区画内で水位を代表するエリア（連通エリア）

制御用水位計

監視用水位計

露出水位計（監視用）

滞留水移送ポンプ

露出水位計（制御用）

部屋を区切る壁面

滞留水エリア（滞留水有）

滞留水エリア（滞留水無）

排水完了エリア

床面以下に貯留する残水のエリア

3,4号T/Bの比較
対象サブドレン

24

25 30313233

34

40

59

211

52

53 55

565758

新たに排水完了エリアとする露出エリア



福島第一原子力発電所 多核種除去設備等処理水貯留
タンクの内面点検結果について

2018年10月に溶接型タンク（G3-E1）にて硫化水素を検出したことに伴い、ストロンチウム処
理水（以下、Sr処理水）を貯留している溶接型タンク及び多核種除去設備等処理水（以下、
ALPS処理水）を貯留している溶接型タンクについて、タンクの内面点検を進めています。

＜2019年4月25日お知らせ済み＞

過去にRO濃縮塩水及びSr処理水を貯蔵した経歴があるALPS処理水タンクについては、水中ロボット
による内面点検の結果、スラッジの堆積により底面部の確認が出来ない状況であることを確認しま
した。 ＜2019年10月31日お知らせ済み＞

2月5日より、ALPS処理水を貯留している溶接型タンク※１の内面点検（水中ロボット使用）を開
始したところ、同日、G3東エリアA5タンク※２底部においてスラッジの堆積を確認しました。

今後調査を進め，硫化水素発生や、タンクの健全性への影響等を確認してまいります。

調査の結果については今後お知らせしていきます。

＜ 参 考 資 料 ＞
2 0 2 0 年 2 月 6 日
東京電力 ﾎ ｰ ﾙ ﾃ ﾞ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ｽ 株式会社
福 島 第 一 廃 炉 推 進 カ ン パ ニ ー

側面

底面
スラッジが堆積

側面

底面

【参考】同型タンク内面写真（水抜き後） Ｇ３－Ａ５タンク内面写真

：受払いタンク

：スラッジの堆積
が確認された
タンク

（G3-A5タンク）

タンク配置図（G3東エリア（全24基））

※２ 2013年度に受入れ（既設ALPSにて処理した水）

※１ RO濃縮塩水及びSr処理水を貯蔵した経歴はなし


